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（午前９時３０分開会） 

 

○委員長   第１６回目黒区教育委員会定例会を開会します。 

本日の欠席職員は学校運営課長です。署名委員は笹尾委員です。 

それでは、日程第１を議題とします。 

この案件は、人事案件ですので、目黒区教育委員会会議規則第

１３条第１項ただし書きの規定に基づき、秘密会で審議すること

を発議します。 

それでは、同条第２項の規定に基づき、討論を行うことなしに

直ちに可否を諮ります。秘密会とすることに賛成の委員の挙手を

お願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

○委員長   それでは、日程第１については、秘密会で審議することといた

します。この報告の関係者以外は退席をお願いいたします。 

 

（関係者以外退席） 

 

（午前９時３１分、秘密会入る） 

 

（午前９時４３分、秘密会終わる） 

 

○委員長   ここからは会議を公開とします。退席した関係者もお入りく

ださい。 

 

（関係者入場） 

 

〇委員長   そろいましたようですので、次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２ 議案第２９号 教育財産（旧目黒区立ふどう幼稚園）の用途廃止

について） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   前回協議したものが議案として上がってきたわけでございます

が、この議案に何かご意見、ご質問ございませんでしょうか。よ
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ろしいでしょうか。 

       特にないようですので採決を行います。 

       本件に賛成の委員は挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

○委員長   全員賛成ですので、議案第２９号は原案どおり可決します。 

       続きまして、日程第３を議題とします。 

 

（日程第３  平成２６年度めぐろ歴史資料館及び古民家の事業実績につい

て（報告事項）） 

 

○説明員  （資料により説明） 

○委員長   ありがとうございました。この報告について、何かご意見、ご

質問、ないでしょうか。 

○委員    めぐろ歴史資料館の利用者数が、開館日数で割ると１日平均、

２５人ぐらいということになっていて、減ってはいないんですが、

３０人台に上げたいなというのが個人的な意見です。古民家は４

０人ほどです。いろいろ努力されていると思いますが、３０人は

欲しいと思います。 

       春の企画展の「めぐろ歴史資料館のお宝！紹介」が一番少なか

った感じがするのですが、いろいろテーマを決めるのは難しいな

と思います。 

○委員    他の委員からもご指摘がありましたけれども、せっかくこれだ

けいい企画展を開催しているにもかかわらず、来館者数について

はここ何年か同じ７，０００人台の前半を推移しているわけです

けれども、冬の企画展については小学生の分が増えていますから、

１月だけ利用者が１，０００人を超えているということで、実人

員からするとちょっと割り引いてみないといけないのかなと思い

ます。魅力ある企画展でも増えてないわけですから、やはりＰＲ

不足だと思います。 

何か具体的なＰＲを打って出る方法といいますか、充実を図っ

ていく必要があると思います。このめぐろ歴史資料館というもの

の存在価値、せっかくのこれだけ貴重な財産ですから、それは区

民にしっかりと還元していく、ＰＲをすべきだと思いますけれど

も、いかがでしょうか。 
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○説明員   今、ご指摘いただいたとおり、企画展については、いろいろ検

討して準備しておりますが、なかなか来館者数が伸びていない状

況でございます。 

委員ご指摘のとおり、ＰＲ不足というのは確かですので、今後

とも区報、ホームページでのＰＲ、また、ホームページも内容の

記載についても工夫をして、より多くの方に、行きたいなと思っ

ていただけるような身近なテーマなどを中心とした話題にすると

いった切り口で工夫を進めたいと思っております。 

       それから、文化財係との連携も今後考えておりまして、例えば、

文化財係で行っております、文化財めぐりなどの企画に多くの区

民の皆様が参加していただいているところですが、その方たちに

この「つどい」を配布するですとか、あるいは今度こういう企画

展がありますというチラシを配布するとか、そういったことも工

夫したいと考えております。 

       いずれにしましても、来館者数を増加しない限りは確かに存在

意義を問われるという状況でございますので、今後も工夫を重ね

てまいりたいと考えております。 

       以上でございます。 

○委員    今のＰＲの方法なんですけれども、例えば区報とかホームペー

ジというのは今までもずっとやってきているわけですよね。だか

ら、その内容を充実させることは確かに大事なことですが、それ

による増加分というのはある程度把握できると思います。ですか

ら、新たな市場、というとちょっと誤解があるので、新たに来て

くれる人を開拓するためには、興味を持つ人のところへ直接こう

いう企画がありますよ、ということを売り込みというと変ですが、

そういうことをしないと難しいと思います。 

       例えば、小学校３年生は、社会科見学で行くとしても、例えば

高学年が興味を持ちそうな企画展だったら、学校全体というのは

なかなか難しいかもしれませんが、色々な課外活動的なところで

行けるようなプランをつくるとか、あるいは中学とか高校とか、

社会科の先生にもＰＲをして、何か部活動等でも来れるようにす

るとか、高校や大学もあると思います。 

興味を持ってくれる先生などへ直接案内状を出すとか、まずこ

ういうものがありますということを知っていただいて、それでぜ

ひ生徒に来ていただけるようなことを考えてみるべきだと思いま

す。 
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○説明員   委員ご指摘のとおりでございまして、小学校に関しては、社会

科見学ということで多くの小学生にいらしていただいているので

学校とのつながりも一定程度築けていると思っていますが、中学

校以上についてはご指摘のとおり、なかなか結びつきが弱い状況

でございます。企画展の内容によりましてもかなり興味を持って

もらえるようなことも多くございますので、そこは戦略的に考え

て周知に努めてまいりたいと考えております。 

       それから、もう１点、桜修館中等教育学校を会場に、めぐろシ

ティカレッジという生涯学習講座を実施しておりまして、その中

で、目黒の歴史と文化に親しんでもらうような「目黒学」という

講座を開催しておりますので、そういったところでの周知も含め

て考えてまいりたいと思っております。 

       以上でございます。 

〇委員長   ほかにございますでしょうか。 

       ないようですので、この報告を受けました。 

       これで日程は終了しましたが、ほかに何かございませんでしょ

うか。 

〇説明員   前回、本委員会の、青少年委員の補充の報告の中で、委員から

のご質問で、青少年委員が１人ないしは２人とも欠員という状況

の住区がありますが、支障を来しているのかとの質問をいただき

ました。 

       １人のみの住区の青少年委員には普段から会っているため、ど

ういう状況ですかということをお尋ねしてお困り感はよくわかり

ましたが、２人ともいない住区が具体的にどういった支障が出て

いるのかについて、担当を通して確認いたしましたので補足をさ

せていただきます。 

       ２人とも不在の場合、青少年委員が活動の中で得た知識や経験

を住区住民会議へ直接伝えることが難しいといった支障がござい

ます。例えば、青少年委員の活動で視察研修という事業がござい

まして、住区のバスハイクなどに利用できるような施設の実地踏

査を行っているところですが、青少年委員がいない住区では、じ

かに体験施設を確認することはできない状況でございます。 

       こうした情報は、住区青少年部を兼任している青少年委員を通

じまして住区の青少年部の連絡会でお伝えはしていますが、やは

り実際に見た方と、見ていない話だけという方では住区内での検

討に差が出るという状況がございます。 
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       それから、小・中のＰＴＡ連合会との意見交換会も行っており

ますが、やはり不在だと、ここで話された内容について住区に還

元するということはできないという状況でございます。このよう

に非常勤公務員である青少年委員の地域、学校、家庭と行政との

パイプ役という役割を住区に十分還元できないという支障がござ

います。 

       前回、不十分な答弁で失礼いたしました。お詫びとともに補足

をさせていただきます。 

       以上でございます。 

〇委員長   その件に関してはよろしいでしょうか。 

〇委員長   ほかにございませんでしょうか。 

       ないようですので、本日の定例会を閉会いたします。ありがと

うございました。 

 

（午前１０時１分閉会） 

 

 


